
第三者からの預かり物に損害を与えた場合
保険金受け取りまでの手順

ステップ１（事故報告）
1 ) 学校の担当者や実習指導者に、事故発生（預かり物のに損害を与えたこと）を連絡してください。
2 ) 損害を与えた預かり物の写真を撮影し、保存してください。
3 ) ③「Will」賠償（受託物）事故報告書を印刷してください。
4 ) 記入例を参考に事故報告書の必要事項を記入し、学校に提出してください。
5 ) 学校から「Will」事務局に事故報告書が送られます。

○ ステップ１で、ご注意頂きたい事項 ○

補償の範囲

預かり物に関する
補償の種類

事故報告の期限

事故報告は、可能な限り速やかに行ってください。

原則的に各種の事故報告は、事故発生日から30日以内の事故報告をお願いしています。

但し、賠償事故については、被害者との協議をスムーズに行うため、事故が発生
したら直ちに報告をお願いします。

保険金請求書の時効は 3年間ありますので、30 日を過ぎても補償に問題ありません
が、事故との因果関係の証明を求められる場合があります。

事故報告は、可能な限り速やかに行ってください。

原則的に各種の事故報告は、事故発生日から30日以内の事故報告をお願いしています。

但し、賠償事故については、被害者との協議をスムーズに行うため、事故が発生
したら直ちに報告をお願いします。

保険金請求書の時効は 3年間ありますので、30 日を過ぎても補償に問題ありません
が、事故との因果関係の証明を求められる場合があります。

臨地実習中や学内演習中の受託物（預かり物）の事故が多く発生するため、財物
損害に対する補償（対物補償）については、個人賠償責任補償と受託者賠償責任
保険の両方の補償を付保しています。事故報告などの際にはご注意ください。

他人の財物に損害を与えた場合
預かり物を損壊・盗取された場合
預かり物を紛失した場合

鍵の紛失・盗取された場合

＝　個人賠償責任保険での補償
＝　受託者賠償責任保険での補償
＝　受託者賠償責任保険での補償（教職員）
＝　共済制度での補償（学生）
＝　受託者賠償責任保険での補償

プライベートを含む 24 時間の受託物に関する賠償事故を補償します。但し、次の事
項は補償の対象とはなりません。

受託物でも、自然の消耗または性質による蒸れ、かび、腐敗、変色、さび、汗ぬれ、
その他これらに類似の事由による汚損は、補償対象となりません。

通常の使い方に著しく反して使用したことによる破損等も補償されない場合
がありますのでご注意ください。

受託物のうち、学生用「Will」では損害保険で対象外になっている自転車、
メガネ、義歯、携帯電話等については、共済制度による補償（正課・学校行
事目的で受託している場合）となりますので、事故発生時に事務局までお問い
合わせください。
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○ ステップ2で、ご注意頂きたい事項 ○

請求に必要な書類

ステップ 2（保険金の請求）
6 ) 請求に必要な書類の準備。
7 ) 学校に郵送される保険金の請求書類を受け取ってください。
8 ) 保険金請求書にご記入のうえ、必要書類を添付し、返送してください。

ステップ 3（保険金の受け取り）
9 ) 保険金が、保険金請求書にご記入頂いたご指定口座へ入金されます。

補償額の算定

事故報告の方法
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プライベートの事故も含め、事故報告は必ず学校を通じて行ってください。

学校が記名・捺印する項目があります。

保険金の請求に当たっては、下記の添付書類が必要となります。必要となる書類は
大切に保管しておいて下さい。

対物事故の場合に必要な書類

④領収書（原本）
⑤破損物の写真

①保険金請求書
②示談書（提出が必要な場合のみ郵送されます）
③ 修理等の見積書または修理不能証明書

＊時価額
＊再調達価額
＊減価償却

：  壊れた時点での評価額（減価償却を行った後の価額）
：  事故発生現在、同じものを購入する場合の価格
：  使用および時間経過による財物の価値減少

対物事故の賠償責任の範囲は、原則として「原状復帰」です。これに則り、受託物に
おける補償額は、次のとおり算定されます。

修理ができる場合
修理が不能な場合 

要した修理費（但し、修理費が時価額より低い場合）。
時価額と再調達額とを比べて、安価な方がお支払する保険
金額です。
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㋐訪問看護で使用するために学校から借りていた血圧計を破損したようなケースは、預かった期間を記入
＜例＞5月9日9:00 頃～5月11 日17:00 頃まで

㋑患者さんから預かった時計を破損したようなケースは、預かった区間を記入
＜例＞実習病院の風呂場からベッドまで

被保険者未成年（20才未満）の
場合は、必ず親権者欄のご記入
をお願いします。

被害者が個人の場合は氏名を
フルネームでご記入ください。

養成施設に記入・捺印して
いただく欄になります。

補償金額の算定に必要な
項目です。

※損害保険対象外の物については、正課・学校行事目的の場合に限り、
共済制度で対応します。

受託目的 貸主

Will1 ～Will3DX まで共通

教職員

タイプ

正課目的

問わない 問わない

問わない

★受託物の補償範囲は、右図の通りです。
なお受託物は、”持ち運び可能な動産”に限ります。

対物(受託物)賠償事故　報告書記入例




